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授賞理由： 

本論文は、西南日本弧の東端に近い富山県南西部に分布する漸新統～中新統の火山岩について、
新たな主要・微量元素及びSr-Nd同位体組成の分析データに基づいて成因を推定し、日本海拡大期
（23-15 Ma）における背弧－島弧系のマグマ生成過程の時間的変化を論じている。アダカイトを含
む安山岩や玄武岩に関する従来の知見に加えて、本論文では同時期に活動した流紋岩を含めた地球
化学データセットを提示している。それにより、マントル由来のマグマの上昇イベント（西南日本
回転の前後の２つのステージ）と地殻成分の同化／混合という成因上の関係が定量的に示されてい
る。対象地域である富山堆積盆中央部は日本海拡大期の火山岩層序をほぼ網羅しており、研究成果
は日本海沿岸に産する火山岩類の理解につながる。 

具体的には、刀利層の月長石を含む流紋岩、岩稲層の安山岩、医王山層の流紋岩の地球化学的特
徴を明らかにし、これらと同時期の能登半島地域の玄武岩～安山岩類のデータとの対比や各種岩石
の溶融物や流体組成データとの関係に基づいて、同地域の火山岩類の成因を検討した。その結果、
流紋岩類が苦鉄質マグマと基盤岩の飛騨帯との混合または同化によって生じ、高Mg安山岩と高Sr
安山岩がスラブ融解に伴って形成されたことを示した。そして、これらの異なるマグマ活動が、日
本海拡大を引き起こしたマントルウェッジへのアセノスフェリックマントルの湧昇に端を発する
一連のマグマ活動として包括的に理解できることを明らかにしている。 

上記のような本論文の成果は、島弧の進化過程を解明する鍵となる背弧拡大期の火山活動の理解
を深める重要な貢献であると言える。また、日本海拡大に伴う火成活動の詳細なステージ区分とそ
の進化史に関する議論は熟考を重ねた努力が垣間見える。日本鉱物科学会は，この業績を高く評価
し，本論文へ2023年度日本鉱物科学会第27回論文賞を授与するものである。 
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